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1.はじめに
従来､後置詞の研究自体の数は多いとはいえない｡しかし､その少ない研究の中で ｢には｣と二格
をともなう後置詞 ｢とって｣(以下､これを ｢～にとって｣と呼ぶ)の置き換えについては 簡単に触
れられている｡例えば､次の例を見てみる｡
(a)太郎には 栄養は 必翼だ旦
一太郎にとって 栄養は 必象‰
(b) 車内には 乗客は すくない｡
- ?車内にとって 乗客は すくない｡
例(a)は ｢には｣と ｢にとって｣の交替が可能であり､例(b)は交替が不可能な例である｡これらは交
替の可能 ･不可能が一見してすぐ分かる例であるが ､｢には｣と ｢にとって｣の交替の制約あるいは
成立条件は必ずしも明確にされているわけではなく､に格をともなう後置詞 ｢とって｣と ｢に格｣と
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の関連性をさぐる必要があると考える｡
本箱では､松本(1979)と筆者と解釈が近い小高 (1995)(2 2)を参照にして､その論に築 く2010a､
2010b)の考察結果をくわえてどのような場合に､交替可能であり不可能であるかを明らかにするこ
とを目的にする｡考察方法は､松本 (1979)の ｢に格と形容詞とのむすびつき｣にある全902例を対
象にこ格と ｢にとって｣とを置き換え､得られた結果より梁 (2010b)の ｢にとって｣と形容詞のく
みあわせ｣での例を対象にして再確認する｡
ここで､本箱の構成について簡単に述べておく｡まず､2節では松本 (1979)の ｢に格と形容詞と
のくみあわせ｣をもとにする分類を確認し､3節の3.1ではこ格名詞と後置詞 ｢とって｣に共通す
るむすびつきのタイプ､3 2では ｢とって｣しかないむすびつきのタイプをみる｡4節では､得ら
れた結果からこ格名詞と ｢とって｣の役割分担及び ｢とって｣の特徴を順に考察していきたい｡
2.先行研究
2.1 松本(1979)
松本氏は､ニ格名詞をかざり､形容詞をかざられとして連語論2の観点から研究し､｢に格と形
容詞とのくみあわせ｣に関する902例を対象に各々むすびつきを大きく三つに分けている｡本稿
では､1.対象的なむすびつきの一部分と関係があるのでそれを中心に参照する｡まず､かざり
の二格名詞について記述されている部分を引用する｡
形容詞とくみあわさるに格は､が格､で格､と格のような､他の格のかたちと､せりあいとい
う相互関係のうちにあることがおおい｡おなじ形容詞が､に格とも､が格とも,で格の名詞と
もくみあわきったりする｡格のかたちのちがいから生じるものは､表現性のちがいだけのこと
もあれば､意味的なちがいのこともある｡(松本1979:P16)
まず､ニ格名詞と形容詞のかざられのくみあわせから多様なむすびつきができる｡大きく1.対
象的なむすびつき 2.規定的なむすびつき 3.状況的なむすびつきの三つの分類となっている｡
また,これらは更に細かく分類されており､まとめると次のようである｡
Z 連語というのは､奥田婚雄を代表する言語学研究会の連語研究が r日本語文法･連語論 (資料編)](1984
むぎ昏房)で呼ぶことになった｡連語は､ふたつあるいはみっつの､せいぜいよっつの単語のくみあわせであ
ると規定することができる.この二つの単語 (かざり(かざられによりかかってくわしくする.修飾)とかぎ
られ (核になる主要な単語 ･被修飾))がくみあわきって従属的なむすびつきをつくりだす｡連語論は､いち
いちの連語にそなわっている文法的な意味をひとつひとつひろいあげて､具体的に記述するというわけではな
い｡いちいちの連語をくみたてている単語の語柔的な意味はことなっていても､むすびつきの性格は一般的で
あるという事実にもとづく｡(言語学研究会 (1984)rEl本譜文法･連語論 (資料編)｣むぎ書房､P4-9)
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<表1>松本(1979)3の分類 (用例挿入)
1 対象的なむすぴつき
ありかのむすびつき
かかわりのむすびつき
主体のむすぴつき
2_規定的なむすぴつき
3 状況的なむすびつき
存在空間
社会的な空IyI
部分 ･側面のありか
所属さき
箆を重
態皮一性質的なかかわり
客観的なかかわり
(
対象=判断的なかかわり
く
く
く
く3)このまちには孤児院はなかった｡
(81)世界には政治家はおおい｡
(104)欄門には跡もなにもない｡
(189)女には帝人がおおいですね｡
(217)朝鮮軍には鉄砲がない｡
いて的 (335)敢El重の空気は彼女には冷たかった｡
鋲皮のあいて (324)病人には-ジ1)ジリと危険だった｡
頭皮のむけられるものごと (372)夫は具合の仕事には熱心だ｡
との特性のむけられ ､あらわれる対 (454)女のことにはあかるい｡
しものの特性のむけられ､あらわれる対象 (4田)台風にはいちばんよわかった｡
ちかさ-とおさ (468)めざす町にちかいある小駅で･-
塩安ムヒ (545) ･窓ガラスにうつった自分の節はあまりにも
Kの顔にそっくりであった｡
コと畳ま且 (591)そして芸術は政治に無縁である.
のよりどころ (615)-日本屋根の台所には不適当だ｡
(646)西洋の食事蔓は日本人には不適当だ｡
りどころ
(669)ハイ日本のご飯にはたくあんがぜひ必要だ｡
(702)私には -先生の談話のほうが有益なのであった｡
奥j廷速度 (716)型三旦労働という労働がみんなたのしかった｡
感泣空室埜 (761)あいてが与次郎なら､ぼくのようないなかものには非常に上室上こと-
感覚点 (765)-風邪が皮価にいたい ｡
内容規定的なむすびつき (773)宗助もきく勇気にとはしかった｡
目的規定的なむすぴつき (786)いい月夜になったねえ｡お月見にはもってこいだが､
貴重拙 j遡鬼女土壁2i (825)倫がそういう美夜を道雅の後妻にほしいとねがったのは-
状態規定的なむすぴつき (837)地形は南北にながく､
時脚的なむすびつき (851)六時にまだおぐらく､五時にはもうくらい｡
環境的なむすぴつき (864)戸外は丑天にかぜがかわいでつよく､はやく厳冬がきていたO
原因的なむすびつき (879)こんな天気には､運動にでるのも不ゆかい､
<表1>の分類で波下線部分のこ格名詞には<人 ･もの ･ものごと>がくるが ｢とって｣との共通
点や相違点を見るためには ｢人｣に限定する必要がある｡これは､松本氏が人名詞をかざりに示した
むすびつきである｡このむすびつきは二格名詞が所属さき･持ち主 ･対象 ･主体 ･資格づけを表して
3 まつもとひろたけ(1979)｢ニ格の名詞と形容詞とのくみあわせ-連語の記述とその周辺-｣r連語論と統語
論J至文堂
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いる｡また､かざりの二格名詞を取り立てる場合 ｢は｣をつけて ｢には｣の形になり､その二格名詞
には､<ひと･もの ･ものごと>が示される｡
次に､後置詞 ｢とって｣との関連をみてみる｡松本氏の研究は､ニ格名詞と形容詞とのくみあわせ
の研究であるが､むすびつきのタイプによって他の後置詞一について/に対して/にとって-と交替
ができることも触れている｡ニ格が使えるのになぜ後置詞で表現するかについては次のように記して
いる｡
に格のかざりのつくるむすびつきを､さらに限定したりくわしくしたりするために､とくに､
<～にたいして､～にとって>のような後置詞をもちいたパラレルな表現手段が､に格のかた
ちとせりあっている｡<中略>に格のかたちが､他の格の形式や､パラレルな後置詞形式とせ
りあっているのがめだつということは､に格のかたちでしかあらわせない領域がめだたないこ
とでもある｡(松本1979 P17)
しかし､ニ格名詞を限定したり詳しくしたりするため､他の後置詞を使って表現ができるとすれば､
なぜ後置詞と入れ換えが可能なむすびつきがあり不可能なむすびつきが生じるか疑問になる｡これに
ついては3節で述べる｡
2.2 小高 (1995)
2.1の松本氏は､｢ニ格｣の一部分として ｢とって｣との関連性を記しているが､小高 (1995)
では､後置詞 ｢とって｣とこ格の関係が記されている｡そこでは､動詞から派生した後置詞 ｢とっ
て｣と形容詞述語 ･名詞述語とのくみあわせを対象にした意味 ･機能について記述されている｡ま
ず､｢とって｣と形容詞 (属性形容詞や感情形容詞)のくみあわせを例にして､形容詞の属性が ｢誰
か｣の観点を表し､その視点が属性の<基準>となると同時に､その属性を判断する<主体>とし
ての性格をもっていると述べている｡例えば､｢昭子にとって新しい情報｣という場合､｢昭子｣は
｢新しい｣という相対的な属性の<基準>であると同時に､｢新しい｣と判断するであろう<判断主
体>としての側面があると考えている｡(小高 p19-20)また､二格名詞が<基準>を表す場合
には取り立てのかたちでしか表せない事実を ｢にとって｣の存在理由として述べている｡
一万､二格と ｢とって｣の置き換えを比較しながらその差を､｢こ格の名詞が<基準>を表す場
合には､｢このセーターは太郎のからだには大きい｣｢このカバーは私のベットにはノJ､さすぎる｣と
いうように､人名詞以外のものでも､その<基準>として差し出すことができ､この点でも ｢～に
とって｣とは異なっている｡｣と記している｡つまり､小高氏はこ格名詞は<基準>を表わし､｢とっ
て｣は<基準>を表わすと同時に､それを判断する<主体>としての性格ももっていると指摘して
いる｡この<基準>や<主体>に関する主張は大事な点である｡ところが､小高氏の<主体>と松
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本氏の<主体>とは意味が異なる｡小高氏の場合は､<基準>を表わすと同時に､それを判断する
感情 ･感覚形容詞の持ち主を意味する｡それに対し､松本氏の場合は､感情 ･感覚を表わす形容詞
の持ち主であり判断のくだし辛的な面もあるとする立場である｡しかし､筆者は小高氏と2点異な
るため次の例をみてみたい｡
X S P
<対象-立場> 歩行者にとって この交差点は 塵腹だ｡
立場 Pの主体 特性
<主体> 私にとって 彼との出会いは 幸せだった｡
主体 (Pの持ち主) pの対象 感情
<状況-目的> 村民生活にとって 予算は 非常に 太盟だ｡
目的 Pの主体 必要
上の例をみると､まず､<主体>の意味は主語の役割としての持ち主と考え<立場>として<主体>
の範囲が違い､<基準>とく主体>が共存しないとは言えないが､かざり｢Ⅹ｣の役割は大きく対象と
して<立場>と立場的な<主体>､<状況>と三つに分けることができる｡次に､｢とって｣につく名
詞は ｢人名詞しかこない｣特徴を持っていると記述して動作名詞については研究されていない｡しかし､
筆者の実例からみると､かざり名詞には ｢人名詞｣と ｢動作性がある名詞｣があった｡｢Ⅹ｣が人名詞
になると､<対象-立場>か<主体>､動作名詞になると必要の目的を表わす<状況-目的>のむすび
つきができる｡この動作名詞に対しては3.2.1で記述する｡
3.ニ格名詞と後置詞 ｢とって｣のむすびつきのタイプ
3.1 共通するむすびつき
2節の松本氏と小高氏の論に照らし合わせ､｢ニ格｣と ｢とって｣に共通するむすびつきをここ
で挙げてみる｡まず､共通するタイプの条件としてはかざり名詞が ｢ひと｣の場合であり､かざら
れはどのような形容詞の種類があるかも併せて ｢Ⅹ｣と｢P｣の条件をみてみる｡
3.1.1 対象-評価的な判断のむすびつき
あるものごとが他のものごととかかわる時に､それらの客観的な類似性 ･差異を評価 ･判断す
るむすびつきである｡この際､評価の主体は評価的な判断のくだし辛 (-話し手)である40
t 以下､こ格の例は､松本(1979)からの引用である｡
201
ニ格名詞と後位詞｢とって｣-形容詞とのくみあわせを中心に- 染 在 漸
<二格の例>
(646)西洋の食事垂は日本人には不適当だ｡
(648)そりゃ.姉さんにはわるいかもしれないけど､･
(652)いくら平凡でもいきてゆくほうが死ぬよりも私からみた彼女には適当だったからである｡
(666)･-.･自分のもらいになるので,主人には損だが,どんどんまわるのだといったO
(738)･-彼女には.どこもはじめてのように印象があたらしかった｡
<｢とって｣の例>
(1)ケイト･ウインスレットが､満たされることのない心をもった女性のひりつくような焦燥
感を見事に演じ切っている｡ヒ一口役が多いデイカブリオにとって平凡なサラリーマンは
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しかったのではないかと思うが､ (2009年01月23日夕刊)
(2)(優勝候補､ゴール遠かった初芝橋本)初芝橋本にとってゴールは遷座ヱ左｡
(2007年01月03日 朝刊)
(3)基本機能だけのカードは､｢身分証明書としても使える｣との評価も一部にはあったが､大
半は ｢自治体にとっても､市民にとっても､利用価値は漫kl｣と話した｡
(2003年01月18日 朝刊)
(4)インターネットを利用すれば､資料調べのために図番館-足を運ぶ必要がなくなるので便
利だ｡メールは便せんも封筒も切手もいらない｡ポストに投かんしなくてもすぐ送れて､
相手にもすぐ届くので便利だ.手紙好きで手書き派の私にとっても､メールは塾左奥去O
(2001年08月16日 朝刊)
(5)サッカ-のJリーグは､選手にとって年末が旺辺 三｡ (2003年01月06日 朝刊)
(2)は<関係>ではない/初芝橋本にゴールは無理だ､難しい/の意味で評価に分類することが
できる｡この時､評価の主体は評価をくだす判断者 ･評価者を指し示している｡つまり､評
価のむすびつきにおいて評価の判断をくだすのは話し手になる｡
このむすびつきのかざられの形容詞は次のようである｡
魅力的だ､不幸だ､危険だ､新鮮だ､貴重だ､好都合だ､特別だ､当たり前だ､不利益だ､
安全だ､有害だ､逆､簡単だ､僅かだ､有益だ､当然だ､有利だ､残酷だ､有力だ､稀だ､
豊かだ､軽率だ､気さくだ､適切だ､不透明だ､緩やかだ､よい､いい､厳しい､高い､悪
い､紛らわしい､多い､低い､難しい､強い､少ない､易しい､薄い､頼もしい､しぶとい､
珍しい､ほど遠い､正しい､まずい､暗い､素晴らしい､手厚い､危うい､長い
3.1.2 対象-モーダルな判断のむすびつき
ある出来事がまだ実現せず､これから実現するかどうか分からないポテンシャルな出来事を表
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わす｡ものごとに対する当然性､必要性､重要性などの評価や判断を話し手がくだしている｡
<ニ格の例>
(674)神をまつる人びとには稲はぜったい必要である｡
(675)そりゃ萱室生替物が大切なことは私だってしってるし,
(687)あまりに圧倒されて決別することもかれには不可能だった｡
(685)強権をにぎっているものには暴力的な政治も可能でありますが,
(693)･ これらから脱却することは.いかに枯淡な生活をおくっているわたくLにもむずかL
iiのである｡
(702)塾些 -･-先生の談話のほうが有益なのであった｡
(717)I-ふたりのあらわなねすがたが,美種子夫人にはめずらしい｡
<｢とって｣の例>
(6)旧自治省出身の森元氏は､自民党が比例区で20議席獲得した01年､党内15番目の15万6656
票で初当選｡このうち岐阜県は7021票で､森元氏の都道府県別では6番目に多かった｡今回も､
05年夏に国政報告会を岐阜市で開き､県庁OBや消防協会､行政書士会の関係者らを集めた｡
昨夏も報告会を開こうとしたところ､裏金問題が発覚したという｡年金問題で自民苦戦が予
想される中､森元氏にとって岐阜県は重要左｡ (2007年06月27日 朝刊)
(7)雪まつりは毎年2月に催され､昨年は223万人を集めた｡雪の輸送だけでも､民間なら二十
数億円かかるといわれる｡そうした観光行事を自衛隊に頼ってきたことには議論もあるが､
経済の低迷が続く北海道にとって雪まつりの成功は太里だ. (2004年01月16日 朝刊)
(8)人に見られているという一種の緊張感は一人暮らしの老人にとってとても太盟左と思うO
(2000年11月08日 朝刊)
(9)わずか3歳で渡航｡28歳の父 ･島悦さんと母､おじが一緒だった｡-獲千金を夢見て海外
移住にあこがれた父は当初､旧満州 (中国東北部)を目指したが､｢満州よりは新天地ブラジ
ルへ行ってみたら｣と勧められたC当時､移民たちはコロノ (契約労働者)だった.奴隷貿
易が廃止されて以来､人手不足に悩むブラジルにとってコロノは塵真杢互生是之を｡
(2001年04月19日朝刊)
(10)日本海側の各港にとって､大型船への積み替え機能が充実した釜山との)I,-トは姐 ｡
(20㈹年03月12日朝刊)
(ll)県民にとっては選択肢が増えることは豊呈上忠｡政党や団体の枠組みにとらわれず､広瀬
さんと政策論譲を戦わせてほしい｡ (2003年02月∽日 朝刊)
モーダルな判断を表わすかざられ形容詞述語は次のようである｡
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重要だ､大切だ､大事だ､不可欠だ､必要だ､必要不可欠だ､当たり前だ､当然だ､望ましい､
かかせない
3.1.3 主体-感情の主体のむすびつき
｢かざり｣に人名詞あるいは人名詞に相当する名詞がきて､人の感情を表わす形容詞の述語が｢か
ざられ｣としてくみあわきると､<感情の主体のむすぴつき>となる｡なお､このむすびつきは
他のむすびつきと比較して､人の心理的な状態を表わすため､主体性が強い表現であり､その感
情の主体が一人称の場合は省略されることもある｡
<ニ格の例>
(714)そこの主人におりがみをつけられたのが啓作にはうれしかったらしく-･
(716)私には労働という労働がみんなたのしかった｡
(722)先生からなまえをよばれることが,こどもにはたいへんうれしいことなのだ｡
(730)-･･自分の母にはつらかった.いじのわるいじじいめとばかり,
<｢とって｣の例>
(12)これまでの法学部はタ-ゲットがあいまいで､学生にとっても教員にとっても杢艶生えた.
(2003年06月10日 朝刊)
(13)3度も意思表示の横会を得た智頭町民が､一度もチャンスを与えられない鳥取市民の私に
とっては らやましい｡ (2004年06月30日 朝刊)
(14)撮影は映画の皮膚｡編集は映画の神経系統｡美術は映画の筋肉｡日ごろそう考えている私
にとって､この本の刊行は畳旦ヒ上土｡ (2000年11月12日 朝刊)
(15) トリノに来て､団体追い抜きの4レースを含めると7レース目だった0｢疲れはない｣と本
人は言うが､終盤は明らかにばてた｡700メートルまでは3位になったプストと同じタイムだっ
たが､そこから遅れた｡｢スピードを維持できなかった｣と残念がった｡｢出るレースは全力
を出し切る｣がモットー の田畑にとって､7レース目はきつかった 0 (2006年02月23日 夕刊)
(14)｢私にとってこの本の刊行は喜ばしい｣の文においては､/私はこの本の刊行が喜ばしい､
私にはこの本の刊行が喜ばしい/のように ｢私にとって｣をそれぞれ ｢～は～が喜ばしい/～
には～が喜ばしい｣に置き換えてもその意味に変わりがない｡このように､｢かざり｣が一人
称で､形容詞の ｢かざられ｣が感情を表わす場合､｢～にとって｣の名詞は主語の役割を担う
ことができる｡
次は､感情を表わすかざられの形容詞である｡
大変だ､幸せだ､衝撃的だ,不便だ､意外だ､安心だ､格別だ､心配だ､不安だ､いやだ､
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強烈だ､やっかいだ､不満だ､深刻だ､大満足だ､気の毒だ､窮屈だ､不思議だ､満足だ､
不満足だ､不愉快だ､嫌いだ､喜ばしい､ありがたい､うらやましい､つらい､嬉しい､き
つい､つまらない､懐かしい､寂しい､誇らしい､恐ろしい､楽しい､歯がゆい､悩ましい､
苦しい､悔しい､重たい､怖い､優しい､惜しい､いとしい､いらだたしい､にくにくしい､
腹立たしい､苦い､いやらしい､ほろ苦い､しんどい
3.1.4 主体-感覚の主体のむすぴつき
このむすびつきは､梁(2010a)では ｢Ⅹ｣が身体の部分である名詞に限定していたが､ここ
では感覚を表わす形容詞の主体､つまり感覚を感じる主体に焦点をあてて分析を行う｡次の例
を見てみよう｡
<二格の例>
(759)春のしたくでやってきたふたりには,ここの陽気はもうだいぶあつかった｡
(760)･･･ふなべりがあさくて不安定で,老骨の志村には,かえって草のうえがLクにやわらか
い感じだった｡
<｢とって｣の例>
(16)秘書になって三カ月｡今では良態さんを介助するだけでなく､良窓さんの ｢目｣となって
市政に関する資料も読む｡後援会づくりの準備やあいさつ回りもこなし､東京都や新潟県-
の視察にも同行したO作業服を着慣れていた身にとってスーツにネクタイ姿は磨層雲が､｢よ
うやく『この仕事が合っているよ』と言われるようになりました｣ (1999年08月10日朝刊)
(17)沖純の子にとってこの暑さは底止 んとちゃいますか｡でも負けずに頑張って欲しい｡
(2001年08月10日朝刊)
こうした感覚を表わす ｢かざられ｣に ｢窮屈だ､涼しい｣などの人の肉体的感覚や知覚を表わ
す形容詞がくると､｢Ⅹ｣を主語にとり､その感覚の主体は ｢～にとって｣で表わされ､<感覚
の主体のむすびつき>の側面を帯びるようになる｡しかし､このタイプの ｢とって｣の例は他の
むすびつきより用例がすくない｡
感覚を表わすかざられの形容詞は次のようである｡
窮屈だ､寒い､涼しい
次は､｢かざり｣に人名詞や人名詞に準ずるものがきて､<可能､不可能>の能力を表わす形容
詞の ｢かざられ｣がくると､/Ⅹの能力からみると/のようにかざり名詞が能力の持ち主になって
可能のモーダルの主体になりうる｡
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(18)葬式があった場合､二日間の手伝いをしなければいけないのは､会社員の私にとって杢互
選左｡ (1999年09月02日 朝刊)
(19)もし日本の資金協力も求めるのなら､北朝鮮が凍結するミサイルは､米本土を射程に入れ
る ｢テポドン｣のみならず､日本を射程に入れる ｢ノドン｣や､｢スカッド｣も含まなければ
ならない｡外貨獲得をミサイル輸出に簸る北朝鮮にとって､｢テポドン｣の凍結は空虚だとし
ても､その他のミサイル開発を断念するのは難しい｡ (2000年07月22日 朝刊)
こうした ｢できる､できない､可能だ､不可能だ｣の能力の持ち主は ｢X｣となり､主語の役
割を果たす｡松本 (1979)では､かざり名詞には一般名詞のものがあり､用例も少ないため<モー
ダルな判断のむすびつき>の方に含めている｡しかし､本稿はかざり名詞が可能 ･不可能のモー
ダルな能力の持ち主になると判断し､主体の方に分類しておく｡
次は､3.1で挙げたそれぞれのむすびつきの ｢とって｣の例を再び一つずつ挙げてみる｡
(対象-評価的な判断)
(1)ケイト･ウインスレットが､満たされることのない心をもった女性のひりつくような焦燥
感を見事に演じ切っている｡ヒ-ロ役が多いデイカブリオにとって平凡なサラリーマンは塵
しかったのではないかと思うが､
(対象-モーダルな判断)
(8)人に見られているという一種の緊張感は一人暮らしの老人にとってとても太盟だと思うo
(主体-感情)
(14)投影は映画の皮膚｡編集は映画の神経系統｡美術は映画の筋肉｡日ごろそう考えている私
にとって､この本の刊行は畳且ヒ巴｡
上の (1)と(8)の例は､ある<立場>から｢むずかしい/大切｣と判断することである｡つまり､
｢ヒ一口役が多いデイカプリオ｣の<立場>となって ｢難しかった｣と判断しながらその評価的な
判断の主体になる.この際､｢難しかった｣の評価的な判断の く立場〉として対象は ｢ヒーロ役が
多いデイカプリオ｣となる｡かざり｢Ⅹ｣が (対象)になる場合は､その ｢Ⅹ｣の<立場>からそ
の事象がどのように捉えられるかについて話し手が判断して述べている｡また､(14)の例は ｢こ
の本の刊行｣に対して ｢喜ばしい｣という感情の持ち主として､/他の誰でもない日ごろそう考え
ている ｢私｣/が感情の<主体>になる｡｢この本の刊行｣が他人にとってはどうでもいいことで
も ｢日ごろそう考えている私｣の立場としては ｢喜ばしい｣という感情が感じられ､主体は ｢私｣
となる｡このようにかざり｢Ⅹ｣は判断の<立場>か<主体>になるという共通点を持っているの
ではないか｡したがって､/誰の立場からみれば/のようにその判断は ｢人｣しかできないため ｢に
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とって｣につく名詞は基本的に人しかこないだろう｡この際､かざり｢Ⅹ｣は く対象-立場)･く主体)
となり､かざられ ｢P｣は判断 ･評価/感情を表わす形容詞述語で表される｡しかし､共通するむ
すびつきであっても､必ずしも二格名詞と後置詞 ｢とって｣を入れ替えられるというわけではない｡
次の例をみてみる｡
(642)翻訳というしごとは女性にふさわしいしごとだから､･
(645)･--自殺をするなどは､やさしいフランス婦人ににあわしくない蛮行である｡
(737)無為な､しかし彼にはいきぐるしいさびしい日がなん週間かたって､i
(737)'無為な､しかし彼にとっていきぐるしいさびしい日がなん週間かたって､･
例(737)は､ニ格名詞が人､かざられの形容詞が判断 ･評価/感情を表わしている例であるが､
同じむすびつきのタイプである ｢とって｣と置き換えができない｡例 (737)/彼を基準にしてい
きぐるしい/を､(737)ソ彼の立場からみるといきぐるしい ･彼がいきぐるしいと感じる主体/と
いう意味になるように､｢とって｣と入れ替えてみるが､意味は似ているようにみえても､実際にニュ
アンスは異なっている｡ニ格名詞と ｢とって｣の大きな違いとして､ニ格は､ある<基準>をもと
に話し手が客観的に判断をくだすが､これに対して､｢とって｣は､<基準>のみではなくある人
の<立場>を表せるため､話し手がその<立場>や<主体>となって主観的に判断をくだせる点に
ある｡つまり､二格に人名詞がくる場合､｢とって｣と共通するむすびつきのタイプであっても置
き換えができないのである｡<基準>かく立場>や<主体>かの使い分けによって異なってくる｡
3.2 ｢とって｣しかないむすびつき
3.1ではこ格と ｢とって｣の両方に共通するむすびつきをみてきた｡ここでは､｢二格｣にはな
いむすびつきつまり､｢とって｣しかみられないむすびつきとして｢状況-必要な目的のむすびつき｣
と ｢対象-関係のむすびつき｣を挙げる｡
3.2.1 状況-必要な目的のむすびつき
3.2.1の<モーダルな判断のむすびつき>では ｢Ⅹ｣が人名詞や人名詞に準ずるものでかざ
られ ｢P｣に対して<立場としての対象>となるが､｢Ⅹ｣が動作性名詞で､必要性を表わす形容
詞とくみあわきると､<必要な日的のむすびつき>となって ｢Ⅹ｣が立場的な対象にならない<
状況-目的>を表わす｡
本稿でいう<状況-目的>のむすびつきとは､普通の ｢時間､環境､原因｣のような状況とは
異なる｡
次は､かざり｢Ⅹ｣に動作名詞や抽象名詞がくる場合である｡この時､｢～にとって｣は<必
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要な目的>を表わし､｢一にとって｣を ｢～のために/～のためには｣と置き換えることができる｡
また､このむすびつきのかざられ形容詞は､｢重要だ､不可欠だ､大切だ､大事だ､必要だ､
必要不可欠だ､欠かせない｣などがある｡この内､半分以上の語免が3 1.2の<モーダルな判
断のむすびつき>の形容詞で占められている｡
(20)法と行政が互いに独立して忌悼 (きたん)のない意見を交換し､批判しあうことは民主主
掛 ことって去盟左O (2003年11月06日 朝刊)
(21)県環境会議の提言を尊重し､その検討結果を重視したい｡人と自然との共生という視点を
持ち､環境保全に努める｡第二湾岸道路は､県の発展にとって太里だと考えるO
(2001年03月13日 朝刊)
(22)たとえば電気洗濯機｡人間の生活にとって洗濯は杢互生左垂三五､洗濯機は万国共通かと思
いがちだが､とんでもない｡ (2003年05月25日 朝刊)
ここでは､今まで考察してきたものの中で二つの問題点を取り上げる｡まず､一つ巨=ま､3.1
ではかざり｢Ⅹ｣に人名詞や人名詞に準ずるのもがくるという共通点がある｡しかし､筆者の分析
においては､(状況-目的)を表わす場合､｢Ⅹ｣に人名詞でなく動作名詞がきても自然であった｡
これは､なぜ問題にならないのか｡また､22/｣､高 (1995)は ｢ニ格名詞に人名詞､または人名
詞に準ずる名詞 (組織をあらわす名詞など)しかこないという特徴がある｡(P16)｣と述べながら
かざり｢Ⅹ｣に動作名詞や抽象名詞がくる場合については触れていない｡なお､松本氏は ｢<いい､
わるい､適当な､べんりな､必要な､重要な､たいせつな>などが､動作をしめす抽象名詞 (移動
/出入り/月見/むしほしなど)でかざられると､日的規定のむすびつきができる｡かざり名詞が
動作的でなかったら､El的性はニュアンスにとどめて､判断の見地､基準としての側面をおぎなう
には<～にとって>を使う｣(Pl14-115)と述べている｡さらに､｢<物理学に必要な､民主主義
に不可欠な>のような､かざり名詞が動作性でなくて､目的規定的とはいいにくいくみあわせが考
えられるが､資料にはみあたらない｡｣(P96)と記している｡このように松本氏は動作名詞や抽象
名詞の場合､｢規定的なむすびつき-日的規定のむすびつき｣に分類しているが､本稿では ｢とって｣
につくかざり名詞が動作名詞になる場合､松本氏の ｢目的規定｣とは異なると判断し､かざり名詞
を①人名詞と(多動作名詞のように ｢動作名詞｣を別の枠組みに分けて扱っている｡つまり､松本氏
は時間的なニュアンスや抽象名詞まで ｢目的｣の意味に入れているので本稿の ｢目的｣の意味より
範囲が広いと思われる｡二つ目は (状況-日的)の場合､かざり｢Ⅹ｣に人名詞ではなく動作名詞
がくる理由が､｢にとって｣の特徴であるのか､｢には｣の特徴であるのかという点である｡恐らく､
歴史的に<人 ･もの ･ものごと>を表わす名詞のすべてに ｢には｣が使われていたものが､後には
｢にとって｣に変わり､一般化していったのではないだろうか｡そのため､人名詞に限り､｢には｣
から ｢とって｣への置き換え条件が成り立たないのではないか｡これについてはもうすこし歴史的
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な変遷や用例出典の時期の確認が必要と思われる｡今回はかざり(Ⅹ-対象/主体)の場合と (状
況-目的)とは違うという点にとどまる｡この二つの問題点について本稿は､｢目的｣の範囲が松
本氏とも異なり､かざり名詞に人しかこないと述べる小高氏とも異なる立場である｡
状況-必要な目的を表わすかざられ形容詞は次のようである｡
重要だ､不可欠だ､大切だ､大事だ､必要だ､必要不可欠だ､欠かせない
3.2.2 対象-関係のむすびつき
<関係>とは､2人以上の人や事物や現象などが関連し合ったり､関連づけられることを意味する｡
さらに､ここでの<関係>は客観的な関係のみならず評価性が加わっている｡また､｢SはP｣の関係
において ｢Ⅹ｣が (対象-立場)として必ず必要になる｡形容詞の述語には<関係のむすびつき>の
用例が少ないが､今後の課題として検討が必要なので分類しておく50
(23)高音の出る歌手にとって､この役は逆2.を且是と思う｣と言う言葉に､｢好きな役しかやら
ない｣と言い切るプリマドンナの自信がうかがえる｡ (2007年03月26日 夕刊)
(24)地元の多くの人にとって政治やイデオロギーはまったく豊後だまた.(2006年08月22日 朝刊)
(25)東名高速で99年､飲酒逆転のトラックに追突され､2人の娘を失った井上保孝さん(58)､
郁美さん(40)夫妻がこのほど､藤岡市のみかはみらい館で開かれた県交通安全大会で講演し
たO夫妻は ｢私たちにとって､娘たちは殺されたのと見よ｡これ以上同じ思いをする人を増
やさないで｣と飲酒遁転の撲滅を訴えた｡ (2009年02月20日 朝刊)
(26)がんを患う自分と異なり､10代前半の生徒にとって死は遷巳o裏返しの生も薄いO
(2007年01月07日 朝刊)
(27)北村さんのデビュー作 『空飛ぶ馬』から始まる 〈私と円紫さん》シリーズ､本当にとりこ
になって読ませていただきました｡主人公の ｢私｣さんの読んだ本が､作中に散りばめられ､
その人の輪郭を成している｡｢本｣がなければ 《裸みたいな気がする)私にとって ｢私｣さん
は藍とil､そして､あなたがいてくれてうれしい､と思える存在でした｡
(2007年09月11日夕刊)
｢ぴったりだ､無縁だ｣は､それぞれ/適合する､稼がない /のような関係を表して表現する｡｢Ⅹ
にとってSは無縁だ｣を ｢XがSと無縁だ｣や｢Sとは無縁だ｣に置き換えてもその意味には変わ
予備調査(朝日新聞2009年01月01日-209年6月30日)によると､後置詞 ｢-にとって｣と共起する文を､形
容詞述語文･動詞述語文.名詞述語文に分けた場合､<関係のむすびつき>は名詞述語文で多くの用例が見
られたD本稿の形容詞述語文では<関係のむすびつき>の用例は少ないが､述語を品詞別に検討していくこ
とが必要なので追加しておく｡
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りがない｡次の､｢近い､遠い｣は,/関心がない､興味がない､話し手と直接関係がない､離れ
ていることを認識する/などの心理的な距離にかかわる意味まで<関係>に含めて考える.
しかしながら､松本(1979)のこ格名詞の分類では ｢関係｣に近い語免的な意味を持つかざられ
があった｡分類の中で ｢ちかさ-とおさのむすびつき｣と ｢-だたりのむすびつき｣がそれである｡
これらは ｢とって｣と同じくかざりに人名詞がきて､かざられに<近い､遠い､無関係な､無縁な､
関係ない､かかわりない､縁どおい>のような形容詞がきている｡
次の例を見てみる｡
(475)ちぢみの産地はこの温泉場にちかい｡
(479)山はなの私の家が学校にちかいから､･
(598)うちの死ぬことあんたに関係ないとおもう｡
(599)ユリ子は､彼に無縁な世界の少女のようにおもわれた｡
(6m)東京都港区青山北町という､彼女には緑もゆかりもない地名のつぎに,
(610)･-不思講にまた彼は年のいかない女には縁どおかった｡
これらの例は｢SはXにP/ⅩにSはP｣で､主語｢S｣とそのSの屈性である｢P｣の関係あるいは｢P｣
と｢S｣の関係として｢温泉場にちかい/学校にちかい/あんたに関係ない｣のようにひとつにまとまっ
てコピュラ化していく｡更に主語｢S｣の立場から客観的な判断をする一方的な関係として話し手が｢Ⅹ｣
と ｢S｣の関係を認定している｡ところが､｢とって｣の場合は ｢Xの立場からの関係｣を表わし､｢高
音の出る歌手 /地元の多くの人/観客｣などの ｢Ⅹ｣の立場からみて主観的な判断をくだすことにな
るので､かざりのこ格名詞を ｢とって｣に入れ替えると意味の変化が生じてくると考える｡なお､二
格の場合は ｢主語に対する屈性｣であれば ｢とって｣の場合は ｢X｣と｢S｣の関係を ｢P｣で表して､
その属性が ｢Ⅹ｣に向かって ｢Ⅹ｣は ｢受け手｣のようになる｡そのため､いくら ｢Ⅹ｣と ｢P｣が離
れていてもどこにかかわっているか分かるようになる｡
関係をあらわすかざられの形容詞は次のようである｡
無縁だ､ぴったりだ､同じだ､等しい､遠い､近しい､近い
以上3節では ｢には｣と ｢とって｣の共通するむすびつき (3 1)と ｢とって｣しかないむす
びつき(3 2)をみてきた｡ここで ｢には｣と ｢とって｣の共通点をまとめると､以下のように整
理できる｡
かざり｢Ⅹ｣には人名詞･人名詞に準ずる名詞と動作名詞･抽象名詞がくる｡そして､かざられ ｢P｣
には評価 ･判断/感情 ･感覚を示す形容詞がきて､更に ｢Ⅹ｣の語桑的な意味と ｢P｣の語桑的な
意味の条件を満たす場合に限って ｢とって｣が ｢には｣と置き換えが可能になる｡かざられ形容詞
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が評価や感情を表して､それぞれかざり｢Ⅹ｣の 〈基準 ･立場》か く主体〉になる両方の条件を充
足する場合､｢にとって｣は ｢には｣と入れ替えが可能であり､これは ｢にとって｣にとりたで性
があるので､｢ニ格｣のままより ｢は｣をつけた ｢には｣の形で交替しやすい｡したがって､｢Xに
とって｣の ｢Ⅹ｣が人名詞や人名詞に準ずるもので､かつ/ある (対象-立場)によってSを評価･
判断する/､/感情 ･感覚を表わす形容詞の (主体)になる/場合には ｢には｣と入れ換えができる｡
｢｢にとって｣と形容詞のくみあわせ｣のそれぞれむすびつきを考察しながら以上のことが確認でき
た｡
4.おわりに
以上､｢ニ格名詞と形容詞とのくみあわせ｣と ｢後置詞 ｢とって｣と形容詞のくみあわせ｣をみて
きた｡記述したことをまとめると以下の通りである｡
まず､二格と ｢とって｣の共通する連語タイプとしては､｢対象-評価的な判断のむすびつき｣｢対
象-モーダルな判断のむすびつき｣｢主体-感情の主体のむすびつき｣｢主体-感覚の主体のむすびつ
き｣があり､ニ格名詞には<ひと･もの ･ものごと>がくる｡｢とって｣と入れ替えを可能にするた
めの条件として､かざりの制約があるが､かざり｢Ⅹ｣に<ひと名詞>が必須となり<動作名詞>の
場合もある｡勿論､かざりだけではなく､かざられも3節で挙げた形容詞の種類しかこない｡かざり
とかざられの両方の条件が満たされなければ､｢には｣と ｢とって｣を交替できない｡次に､ニ格の
タイプにはなく｢とって｣しかないタイプとしては ｢状況-目的のむすびつき｣と ｢関係のむすびつ
き｣があった｡<状況-目的>の場合は､他のタイプとは異なりかざり名詞に動作名詞がくるという
特徴がみられた｡最後に､基本的にかざり名詞は人名詞や人名詞に準ずるものであり､ニ格名詞は<
対象-基準>を表わし､｢とって｣は<対象-立場>とく主体>を表わしていた｡そして､/ある 《対
負-立場)によってSを評価 ･判断する/､/感情 ･感覚を表わす形容詞の 《主体》になる/場合には
｢には｣と入れ換えができる｡この<対象-立場>と<主体>は､かざり｢Ⅹ｣の<立場>あるいは
<主体>になって評価や判断をくだすことになる｡評価や判断のくだし手というのは､もともと人に
しかできないことなので､必然的にかざり名詞に人名詞が占める割合が高くなるという共通点がある
ことが分かった｡一方､かざり名詞に動作名詞がくると､立場でも主体でもない､必要の目的を表わ
す<状況-目的>となるoLたがって､本稿では<状況-目的>の位置づけはく対象-立場>とく主
体>とは異なると考え､別の枠組みとして考える｡
なお､《状沢-呂的》のむすびつきにおいて､かざり｢Ⅹ｣が人名詞でなくても交替が可能な理由
-Xに人間でなくても交替が可能な理由-は何か｡それは､｢とって｣の特徴であろうかO今の段階
では明らかにできない｡もともと ｢には｣は､｢のために｣と ｢にとって｣の代わりとして使われて
いたのではないかという推測にとどまるが､これについては歴史的な変遷調査が必要であると考え､
今後の課題とする｡
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